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難しいレインコンディションの中、
福田選手32位、國島選手が
39位でフィニッシュ！

第2戦からわずか1カ月程のインターバルで迎えた
第3戦は、予選日となった土曜日こそ晴天に恵まれ
たものの、決勝の行われた日曜日は時折雨脚の
強まるあいにくの天候の中での走行となった。
 

52台のエントリーを集め前回に引き続き
予選落ちの出る緊張の予選となった土曜日。両
選手共に順調に走行を重ねれば問題なく決勝の
グリッドは確保出来るものと思われたが、ヴィッツ
レースは一筋縄では行かないレース。この日もセッ
ション開始直後に130Rで大クラッシュが発生、い
きなり赤旗が出される波乱の幕開けとなった。この
グループで走行していたのは國島選手。その國

島選手はアクシデントに
巻き込まれる事はなかったものの、アタックに入ろ
うとした矢先のアクシデントであった事に加え、目
の前で点灯虫のように転がる車両を目撃してし
まった事での精神面への影響が心配された。しか
しそこは3年のキャリアを誇る國島選手。セッショ
ン再開後も果敢なアタックを見せ、終わってみれ
ば結果は23番手。本人いわく「予選落ちまで0.2
秒。危なかったぁ。。。（＿。＿；）」とは言うものの、
きっちりと決勝45番手グリッドを確保し予選を通
過して見せた。
これと対照的に順調な走り出しを見せたのは福田
選手。前回同様セッション前半から徐々にタイム
を伸ばし21番手タイムをマーク。危なげのない走
りで決勝42番グリッドを確保、予選を通過する事
となった。

Hot fight of the midsummer
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そして迎えた翌日の決勝。こ
の日は茹だる様な暑さに見舞
われた前日から一転、朝から

雨の降りだす難しいコンディションの一日となっ
た。スタートポジションは福田選手42番手に対し
國島選手が45番手。両選手はピットレーンオープ
ンからグリッドまでの1周、そしてフォーメーション
ラップで入念にコースコンディションをチェック。ス
タートに向け徐々に集中力を高めていく。そして迎
えたスタートの時。ここ数戦、常にスタートでポジ
ションを上げてきた両選手だが、この日も魅せた。
まずは福田選手。レッドシグナルの消灯共に

勢い良く飛び出すと1～2コーナーで一気
に3台をパス。「コースコンディションって毎回毎
回そんなに違う・・・？？（・・？）」という勇ましいコメン

ト通り、さらにその後もレインコンディションをもの
ともせずポジションを上げて行くと、最終的にこの
オープニングラップでポジションを6つ上げ、36番
手で2周目へと入っていく。すると國島選手もこれ
に続く。

福田選手には届かなかったものの、こちらも果敢
にオープニングラップを走り抜け、4つポジション
を上げる41番手に。この二人揃ってのポジション
アップで、ピットでモニターを見守るチーム員のテ
ンションも上がっていく。
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國島選手
39位
福田選手

32位
（ジャン

プアップ
賞受賞）
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しかしここから両選手にはまだ
試練が残っていた。テンション
の上がったチーム員に「落ち

武者」が加わった事が雨乞いの儀式と勘違いされ
たのか、レースも中盤を過ぎるころからだ

んだんと雨脚が強まりだし、ところどころでコー
スアウトを喫するマシンが出始める。さらにこのこ
ろ「落ち武者」ネタで盛り上がる

ピットをよそに、
「フロントウィンドウ」の曇りに悩まされていた真剣
レース中の両選手。それでも両選手は何とかコー
ス上に留まりつづけ、気がつけば何と福田選手が
33番手、國島選手も40番手にまでポジションを
上げていた。両選手はこの後もコースアウトを喫
することなく走行を続けたばかりか、雨量とタイヤ
のコンディションがぴたりとはまった福田選手に
至っては、難しいレインコンディションの中、前の
マシンに0.2秒差で走行を続け、デグナー等では
インを狙うそぶりすら見せる大健闘。終わってみれ

ば國島選手も39番手でチェッカー、福田選手は
10台抜きの32位に食い込み、見事に「ジャンプ
アップ賞」をゲット！する事となった。

 目まぐるしく雨量の変わる天候に左右され、タ
イヤのコンディションが結果に影響を及ぼ

した感もあったレースだが、また一つ両選手の
成長の片鱗を見る事の出来た今回。次回開催は
10月10日の岡山国際サーキットとしばらく間隔が
開くが、最終戦となる次回はどんなレースを見せ
るのか。今から待ちきれない期待感を残し第3戦
は終了した。
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レース終了後のテントにTRDスタッフが来
て「ジャンプアップ賞」の受賞を知った福
田選手。チーム員としては一瞬「ジャン
プ・・・スタート！」と言われやしないかとドキ
ドキしたものの、無事最終結果発表後に
受賞が確定。福田選手はホイールを贈呈
される事になり、こちらは少しでも早い賞品
の到着が待たれる。

お ま け

4

Result


